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目	 的  
	 近年，欧米の作業療法領域において，「意味のある活動

（meaningful activity：以後MAと略す）」の実践がポジティブ・
メンタルヘルス，すなわち高水準の生活満足度や肯定的感情，

および心理社会的機能を保つために重要であることが報告さ

れている（例えば，Eakman, Carlson & Clark, 2010; Eakman, 
2012）。MAとは，具体的に，自分にとって，役立つ活動，重
要と認めている活動，創造力を発揮できる活動，達成感が持

てる活動，有能であるという感覚をもてる活動，他者を援助

する活動，喜びや楽しみを感じる活動，コントロール感を持

てる活動，満足感を味わえる活動，適切な量の挑戦活動であ

る。Eakman et al.（2010）の研究では，MAへの実践率が高い
人ほど幸福感や健康関連QOLが高いことを示している。 
	 本研究の目的は，個人にとってMAと見なす活動の実践が
「こころの健康」および「からだの健康」にどのような影響

を及ぼすのかを検討し, ポジティブ・メンタルヘルスを促す
活動としてMAの重要性を明らかにすることである。 

方	 法 
1. 調査対象者 
	 関東圏に居住する 20 歳以上，平均年齢 39.54 歳の男性 71
名，女性 59名の計 130名であった。 
2. 調査内容 
1）性別，年齢，職種，婚姻状況，2）健康状態，3）自分にと
って「意味のある」と考えている活動（内容の自由記述，頻

度・時間を含む），4）日本語版 Engagement in Meaningful 
Activity Survey（EMAS：Eakman, 2012），5）MA実施後にお
ける満足感・充実感評価，6）MA実施後における「こころ」，
および「からだ」の健康変化，および 7）MA開始の動機（自
由記述）。なお，調査表には，対象者に対して個人情報を守秘

することを明記し，参加同意書に記名を求めた。 
結果 

1. MAの内容カテゴリー 
	 MA の内容カテゴリー分けでは，調査対象者が自身で「意
味がある活動」と考える内容の記述に基づき，大学教員 1名
および大学院生 2名の計 3名による合議によって決定した。
それらは，（1）自己を高めるための活動（56.9%：読書，ワ
ークショップ参加など），（2）他者のための活動（27.7%：ボ
ランティア活動，地域活動など），および（3）気分転換のた
めの活動（15.4%：音楽鑑賞，散歩など），に分類された。性
別で見ると，「自己を高める活動」では，男性の人数が多く，

一方，「他者のための活動」では，女性の人数が有意に多かっ

た（X2(2)=6.99, p<.05）。 
2. EMAS得点 
	 本研究では，EMAS（Eakman, 2012）の項目を日本語に翻
訳し，調査対象者に対して，それらの質問項目に 5件法で回
答させた。因子分析（主因子法，バリマックス回転）を行っ

た結果，7項目 1因子が抽出された（信頼性：α=.80）。女性
（21.47）は，男性（21.23）に比べてわずかに高い EMAS 得
点を示した。MA内容カテゴリーによる差は見られなかった。 
 

表 1. Engagement of Meaningful Activity Survey の内容 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 2. 『こころの健康変化』を従属変数とする重回帰分析結果 

 
 
 
 
 
 
 
表 3. 『からだの健康変化』を従属変数とする重回帰分析結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
3. 『こころの健康変化』への影響 
	 MA と捉えている活動を実施した後に感じる『こころの健
康変化』を従属変数とし，年齢，職種，健康状態，健康自覚，

ストレス度，MA内容カテゴリー，MA頻度，MA時間，EMAS
得点を説明変数とするステップワイズ重回帰分析を行った。

その結果，表 2に示すように EMAS得点とストレス度が有意
に『こころの健康変化』に影響を与えていた。 
4. 『からだの健康変化』への影響 
	 MA と捉えている活動を実施した後に感じる『からだの健
康変化』を従属変数とし，年齢，職種，健康状態，健康自覚，

ストレス度，MA カテゴリー，MA 頻度，MA 時間，EMAS
得点を説明変数とするステップワイズ重回帰分析を行った。

その結果，表 3に示すように EMAS得点，健康自覚，および
MA時間が有意に『からだの健康変化』に影響を与えていた。 

考	 察	 

	 本研究では，EMAS，すなわち自身が行っている活動を「意

味がある」と判断しているかどうかによって，ストレス度と

合わせて『こころの健康変化』に，また健康自覚と MA 時間と

合わせて『からだの健康変化』に影響を与えていることがわ

かった。こころとからだの健康づくりには，「意味がある」と

感じられる活動の実践が重要であることが明らかになった。	 
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